
　

北
海
道
新
幹
線
新
函
館
北
斗
・

札
幌
間
の
八
雲
町
区
間
工
事
の
た

め
、
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・

運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
の
委
託

す
る
業
者
が
、
土
地
の
調
査
測

量
・
物
件
調
査
及
び
地
質
調
査
等

を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
立
ち
入
ろ
う
と
す
る

土
地
の
区
域
】

　

上
の
湯
、
わ
ら
び
野
、
桜
野
、

浜
松
、
熱
田
、
大
新
、
春
日
、
立

岩
、
花
浦
、
山
崎
、
黒
岩

【
立
ち
入
り
期
間
】

　

平
成
28
年
４
月
１
日
〜

平
成
29
年
３
月
31
日

【
立
ち
入
り
区
域
を
示
す
図
面
】

　

八
雲
町
役
場
新
幹
線
推
進
室
内

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
新
幹
線
推
進
室

　
☎
0
1
3
7
│
62
│
2
3
0
0

　

町
で
は
、
農
業
の
振
興
を
図
る

た
め「
農
用
地
等
区
域（
農
地
・
非

農
地
含
む
）」を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

区
域
内
で
土
地
の
形
質
変
更（
土

地
の
開
墾
、
土
、
岩
石
ま
た
は
砂

利
の
採
取
等
に
よ
る
土
地
の
物
理

的
形
状
変
更
等
）、
工
作
物
・
建

築
物
の
設
置
等
を
開
始
す
る
場
合

は
、
あ
ら
か
じ
め
開
発
行
為
に
係

わ
る
許
可
、
区
域
か
ら
の
除
外
・

用
途
変
更
の
手
続
き
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
農
林
課
農
業
振
興
係

　
☎
0
1
3
7
│
62
│
2
2
0
3

北海道新幹線
建設工事に伴う
土地の立入りに

ついて

農業振興地域内の農用地
等区域の利用について

土地利用に制限
がありますZ

ついつ

　

火
災
・
救
急
の
場
合
通
信
指
令

員
は
、
下
記
の
内
容
を
お
聞
き
し

ま
す
の
で
落
ち
着
い
て
応
答
し
て

く
だ
さ
い
。

１
火
事
か
救
急
か
を
確
実
に

（
例
）

「
火
事
で
す
。
住
宅
が
燃
え
て
い

　

ま
す
」

「
救
急
で
す
。
急
病
で
す
。」

２
住
所
と
氏
名
を
明
確
に

（
例
）

「
○
○
町
○
○
番
地
、○
○
ア
パ
ー

　

ト
○
号
室
の
○
○
で
す
」

３
目
標
物
を
は
っ
き
り
と 

（
例
）

「
○
○
会
館
の
向
か
い
で
す
」　

「
国
道
５
号
線
○
○
付
近
で
す
」

４
内
容
を
具
体
的
に

●
火
災
の
場
合
…
何
が
燃
え
て
い

　

ま
す
か
？
逃
げ
遅
れ
は
い
ま
す

　

か
？

（
例
）

「
逃
げ
遅
れ
た
人
が
い
ま
す
。　

　

窓
か
ら
火
が
出
て
い
ま
す
」

●
急
病
の
場
合
…
急
病
で
す
か
？

　

ど
こ
が
痛
い
で
す
か
？
意
識
は

　

あ
り
ま
す
か
？
症
状
を
教
え
て

　

く
だ
さ
い
。
（
誰
が
？
・
ど
の

　

よ
う
に
？
・
ど
う
な
っ
た
？
）

　

氏
名
、
生
年
月
日
、
今
ま
で
大

　

き
な
病
気
は
あ
り
ま
す
か
？

（
例
）

「
40
代
の
男
性
が
お
腹
を
痛
が
っ

　

て
い
て
、呼
吸
が
は
や
い
で
す
」

●
事
故
の
場
合
…
ど
の
よ
う
な
事

　

故
で
怪
我
人
は
何
人
く
ら
い
で

　

す
か
？
挟
ま
れ
て
い
ま
す
か
？

（
例
）

「
乗
用
車
と
ト
ラ
ッ
ク
が
正
面
衝

　

突
し
、人
が
は
さ
ま
っ
て
い
ま
す
」

●
あ
な
た
の
お
名
前
は
？
…
今
通

　

報
し
て
い
る
電
話
の
番
号
を
教

　

え
て
く
だ
さ
い
。

（
例
）

「
私
は
○
○
で
す
。
電
話
番
号
は

　

○
○
の
○
○
○
○
で
す
」

 

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
八
雲
町
消
防
本
部

　
☎
０
１
３
７
│
63
│
２
６
８
６

・
熊
石
消
防
署

　
☎
０
１
３
９
８
│
２
│
３
３
９
３

・
火
災
問
い
合
わ
せ
消
防
テ
レ
ホ

　
ン
サ
ー
ビ
ス

　
☎
0
1
3
7
│
62
│
4
4
4
4

消
防
庁
長
官
永
年
勤
続
功
労
章

八
雲
町
八
雲
消
防
団  

西
分
団
長　

高
木　

一
哉
さ
ん（
住
初
町
）

　

高
木
一
哉
さ
ん
は
、
昭
和
53
年
９
月
に
八
雲
町
消
防
団
に
入
団
以

来
、
現
在
ま
で
37
年
の
永
き
に
亘
り
、
生
業
で
あ
る
自
営
業
を
営
み

な
が
ら
、
消
防
団
員
と
し
て
幾
多
の
火
災
や
災
害
に
出
動
し
、
地
域

防
災
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
4
月
よ
り
分
団
長
と
し
て
、
消
防
資
機
材
の
整
備
推
進

や
団
員
の
教
育
訓
練
等
を
積
極
的
に
実
施
し
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対

応
で
き
る
消
防
体
制
づ
く
り
に
努
力
さ
れ
、
今
回
の
受
章
と
な
り
ま

し
た
。

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

た
か
ぎ

か
ず
や

い
ざ
と
い
う
時
！
火
災
・
救
急
電
話
の
か
け
方

1
1
9
番
通
報
に
つ
い
て

※
救
急
車
等
の
サ
イ
レ
ン
が
聞

　

こ
え
た
ら
屋
外
に
出
て
手
を

　

振
る
（
自
動
車
の
場
合
は

　

パ
ッ
シ
ン
グ
）
な
ど
合
図
を

　

し
て
頂
け
る
と
確
実
に
到
着

　

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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